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1 ．緒言

　超撥水性 を示す フ ッ 素化 カ
ーボ ン （以 ド、フ ッ 化 ピ ッ チ と称す） と抗 菌性 を示 す塩基性

塩化銅 とを添加 した撥水 お よび 抗 菌機能 を有す る複合溶射皮膜 の 作製 に つ い て検討 した。

こ こ で は ガ ス フ レ ーム 溶射 に よ っ て 作製 した複合皮膜 を対象 に 、液滴 法に よ っ て測定 した

水滴 に対す る接触角お よび カ ビ 抵抗性 試験 、抗菌力試験 の 結果 を述 べ る。

2 ．実験方法

　皮膜 の 作製 は 、Table　 1に示 す条件 で 溶

線式 ガ ス フ レ
ーム 溶 射装置 を 用 い て 行 っ

た 。 試 作複合 ワ イ ヤ は外径 3mm
、 内径 2mm

の 99．7％ア ル ミ ニ ウム チ ュ
ーブ に フ ッ 化 ピ

ッ チ お よび 塩 基性 塩 化銅 を充填 し た も の

で あ る （以下 、Al ／P−Cu と称す ）。単位長

さ当た りの 質量割合 は ア ル ミニ ウム 80％、

フ ッ 化 ピ ッ チ 18％、 塩基 性塩化銅 2％で ある n

なお 、 塩 基 性 塩 化銅 に つ い て は 、抗 菌効

果 が 全 質 量 の O．8％程 度 の 添加 で 発 現 す

る
t ）

D

Table　l　 Thermal　spraying 　conditions ．

C2H2　 02　 A丘

Gas　pressure（MPa ） 0，210 ．100 ．48

Gas 且ow 　 rate 　× 正Or3m苫／s0 ．640 ．3113 ．3

Spraying　disねnce （mm ） 150

Tmveling　speed （m ／s） ApPr 。逎mately 　O．7

Sllbstrate Ceramic　p監ate

Wire　material AVP −Cu
Wi 【e 　feed　rate （m 血 s） 85

Coa廿夐9 甑 c   ess （μ m ） 300

　　 試験片 は 、ア ル ミナ グリ ッ トブ ラ ス ト法に よ り粗 面化 したセ ラ ミ ッ クス 基 板 に、厚

さ約 300 μ m に複合皮膜 を被覆 した もの で あ る 。 皮膜 の 評価 は、体積約 1．8mm　
3
の 蒸留水で の

液滴法 に よ る接 触角 の 測定 、JlsZ2911に準 ず るカ ビ 抵 抗 性 試験 、JエSZ2801 に 準ず る抗菌

力試験 の 結果 か ら行 っ た 。

3 ．実験結果 と考察

（1）接触角 の測 定

　Fig．1に 、接 触角 θ の 測 定結果 を A1 ／P−Cu皮膜 （a ）、対 照試験 と し て 行 っ た 塩基性塩化
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銅 を添 加 しない A1／P皮 膜 （b） の 場

合 に つ い て 示 す。接 触 角 は 、長 さ

75mm 、幅25mm の 試 験片 を 5mm間 隔で

全56 点 測 定 し た 。Al ／P
−Cu溶射皮膜

の 最 大値 は 141
°

、最小 値 は 107
°

、

平均 値 は 131
°

で あ る 。 平 均値 は Al

皮 膜 の 69
°

に 比 較 し て 著 し く 大 き

く 、Al ／P皮膜 と 同 等 の 優れ た 撥水

性 を示 し て い る 。

（2）カ ビ抵抗性 試験

　カ ビ抵抗性試 験 は 、 JISZ2911 に

準 じ、培 養温 度 28℃ 、培 養期 間 14

日 の 条件 で 、A1／P−Cu皮膜 とAl／P皮

膜 に つ い て 行 っ た 。Al／P−Cu皮膜 の

場 合、カ ビ の 増 殖 は ほ とん ど 見 ら

れ ず 、前 ee　1 ）
と ほ ぼ 同 様 の 結果 で

あ っ た
。

ま た Al ／P皮膜 に つ い て も

AlfP −Cu皮膜 に比 較す る と 、や や 劣

る もの の 防 カ ビ 作 用 が あ る よ うで

あ る 。
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　　　（a）Al！P−Cu

　　 Length　L （  ）

　　　　　　 （b）Al／P

Fig．1　Contact　angle 　of　A1／P−Cu

　　　 and 　Al／P　coatings ・

（3）抗菌力試験

　抗 菌力試 験 は、JISZ2801 に 準 じ、培 養温 度 37℃ 、培養期 間 24時 間で 行 っ た。試験 で は

被覆用フ ィ ル ム に菌液 を接 種 し て 同様に保 存 し、対 照の 生 菌数 と した。Al／P−Cu皮膜、　Al／P

皮膜の 場合 と もに接種 した生菌は減少 し、特 に 前者で は優 れた抗 菌効 果が 確認 で きた。塩

基性塩化銅の 抗 菌効果に つ い て は前報
1）

で も明 らか で あ るが、本試 験 の 結果 は フ ッ 化 ピ ッ

チ 自体に も抗菌作用が ある こ とを示 唆 して い る。

4 ．結言

　フ ッ 化 ピ ッ チ と塩基性塩化銅 をア ル ミ ニ ウム チ ュ
ーブに 充填 し た複合 ワ イ ヤ を 用 い て 作

製 し た 溶 射皮 膜は 、良好 な撥 水機能 と同時 に 抗菌機 能 を示す こ とが確認 された 。また フ ッ

化 ピ ッ チ 自体に も抗菌作用 の あ る こ とが 示 唆 され た。
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